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報告第１号

専決処分の承認を求める件

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１７９条第１項の規定により令和４年１月１４日に次の

とおり専決処分したので、同条第３項の規定により報告し、承認を求める。

令和４年２月１８日提出

箕面市長 上 島 一 彦

令和３年度箕面市一般会計補正予算（第１３号）（別紙）

（理由）

新型コロナウイルス感染拡大が市民生活にもたらす影響に鑑み、迅速かつ的確に住民税非課税世帯

等臨時特別給付金を支給するため、令和３年度箕面市一般会計予算を緊急に補正する必要が生じたが、

議会を招集する時間的余裕がないことが明らかであると認めたため。
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第   号議案 

   令和３年度箕面市一般会計補正予算（第１３号） 

 令和３年度箕面市の一般会計の補正予算（第１３号）は、次に定めるところに

よる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 1,698,837 千円を追加し、歳入 

 歳出それぞれ 73,512,658 千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳 

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

（繰越明許費の補正） 

第２条 繰越明許費の変更は、「第２表 繰越明許費補正」による。 

 令和４年１月１４日専決 

                       箕面市長 上 島 一 彦 
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第１ 予

4,312,186 1

算

,698,837 6,

補

011,023

正

歳　　入

表

款 項 補正

　

前の

歳　　入　

額

　合　　計 71,81

補

3,821 1,698

　

,837 73,512

正

,658

歳　　出

　 款 項 補正額 前の額 補　正　額 計

千

計

円 千円 千円千

3 民 生 費 25,65

　

円

9,892 1,698

千

,837 27,358

円

,729

千

1 社 会 福 祉 費 5,6

円

14,024 1,698,837 7,312,861

　

15 国 庫 支 出 金 19

歳

,302,9

歳　　出　　合　

3

　計 71,813,8

0

21 1,698,83

1

7 73,512,65

,

8

入

698,837 21,

歳

001,767

出

2 国 庫 補 助 金
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第 ２ 表  繰越明許費補正 

 

款 項 
補 正 前 補 正 後 

事 業 名 金 額 事 業 名 金 額 
     千円  千円 

3 民 生 費 1 社会福祉費 
  住 民 税 非 課 税 世 帯 等 

臨 時 特 別 給 付 金 交 付 事 業 
（ Ｒ ３ 国 補 正 １ 号 ） 

1,482,421 
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歳

00

3 利

出

子 割 交 付 金 36,00

予

0 0 36,000

算

4 配 当 割 交 付

事

金 168,000 0 1

項

68,000

別

5 株 式 等 譲 渡 所 得

明

割 交 付 金 97,000

細

0 97,000

書

6 法 人 事 業 税 交

１

付 金 80,000 0 8

　

0,000

総

7 地 方 消 費 税 交 付 金

　

2,370,000 0

括

2,370,000

歳

8 環 境 性 能

　

割 交 付 金 60,000

 

0 60,000

入

9 ゴ ル フ 場 利 用

款

税 交 付 金 1,200 0

補

1,200

正

10 地 方 特 例 交 付 金

前

464,927 0 46

の

4,927

額

11 地 方 交 付 税 1,

補

100,000 0 1,

正

100,000

額

12 交 通 安 全 対

計

策 特 別 交 付 金 20,0

千

00 0 20,000

円

13 分 担 金

千

及 び 負 担 金 1,052

円

,725 0 1,052

千

,725

円

14 使 用 料 及 び 手 数 料 647,842 0 647,842

15 国 庫 支 出 金 19,302,930 1,698,837 21,001,767

1

16 府 支 出 金 6

市

,210,906 0 6

税

,210,906

2

17 財 産 収 入

2

340,241 0 34

,

0,241

8

18 寄 附 金 29,1

5

60 0 29,160

9

19 繰 入 金

,

5,156,917 0

0

5,156,917

0

20 繰 越 金

0

413,353 0 41

0

3,353

2

21 諸 収 入 4,92

2

0,020 0 4,92

,

0,020

8

22 市 債 6,226

5

,600 0 6,226

9

,600

,

歳　　入　　合　　

0

計 71,813,82

0

1 1,698,837

0

73,512,658

歳

2 地 方 譲 与 税 257

入

,000 0 257,0
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　方　　債 そ　　の　　他

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

1 議 会 費 438,251 0 438,251 0 0 0 0

2 総 務 費 6,0

歳

11,679 0 6,0

　

11,679 0 0 0 0

 出

3 民 生 費 25,6

款

59,892 1,69

補

8,837 27,35

正

8,729 1,698

前

,837 0 0 0

の

4

額

衛 生 費 4,970,7

補

42 0 4,970,7

正

42 0 0 0 0

額

5 労

計

働 費 64,199 0 6

補

4,199 0 0 0 0

　　

6 農 林 水 産 業 費 19

正

8,746 0 198,

　

746 0 0 0 0

　

7

額

商 工 費 245,325

　

0 245,325 0 0

　

0 0

の

8 土 木 費 14

　

,635,436 0 1

　

4,635,436 0

財

0 0 0

　

9 消 防 費 1

　

,644,502 0 1

源

,644,502 0 0

　

0 0

　

10 教 育 費 8

内

,420,451 0 8

　

,420,451 0 0

　

0 0

訳

11 災 害 復 旧

特

費 20,000 0 20

　

,000 0 0 0 0

　　

12 公 債 費 2,986

　

,424 0 2,986

　

,424 0 0 0 0

　　

13 諸 支 出 金 6,46

定

8,174 0 6,46

　

8,174 0 0 0 0

　　

14 予 備 費 50,0

　

00 0 50,000 0

　

0 0 0

　

歳　　

　

出　　合　　計 71,

財

813,821 1,6

　

98,837 73,5

　

12,658 1,69

　

8,837 0 0 0

　　　　源
一　 般　 財　 源

国 府 支 出 金 地　
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令和３年度 
（2021年度） 

 
 
 
 

箕面市一般会計補正予算（第１３号）説明書 
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15 国 庫 支 出 金 19,302,930 1,698,837 21,001,767

2 国 庫 補 助 金 4,312,186 1,698,837 6,011,023

15 国庫支出金

2 国庫補助金

2 民 生 費 国 庫 補 助 金 2

２

,826,101 1,

　

698,837 4,5

歳

24,938 1 社 会

　

福 祉 費 1,698,8

　

37 38  臨時特別

入

給付金交付事業費補助

(

金（Ｒ３国補正１号）

款

1,698,837

)

補 助 金 　　　　　1

(

,698,837×1

項

0／10＝1,698

)

,837

科　　　　　　目

15 国庫支出

補

金

2 国庫補助金

 正 前 の 額 補　正　額 計
節

説　　　　　　　　　　　　　　　明
款 項 目 区　　分 金　　額

千円 千円 千円 千円 千円

(款)

(項)
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千

    3  1,6

円

46,400

  

千

          

円

  臨時特別給付金 1

千

,646,400

円 千円

(款) 3 民生費

1 社( 会福祉費項)

3 民 生 費 25,659,892 1,698,837 27,358,729 国庫支出金 1,698,837

1 社 会 福 祉 費 5,614,024 1,698,837 7,312,861 国庫支出金 1,698,83

３

7

3 民生費

1 社会福

　

祉費

14 臨時

歳

特別給付金 0 1,69

　

8,837 1,698

　

,837 国庫支出金 1

出

,698,837 1 報

(

酬 1,491 50 

款

 住民税非課税世帯等

)

臨時特別給付金交付事

(

業（Ｒ３国補正１号）

項

1,698,837

)

交 付 費     

科

【総務課】

3 職 員

　

手 当 等 1,677 報 酬

　

     1  

　

1,491

  

　

       5  

　

会計年度任用職員報酬

　

1,491

4 共 済

目

費 250       

補

        事務

正

補助員 1,491

前

職員手当等   

の

  3  1,67

額

7

10 需 用 費 1,

補

254        

　

  9  時間外及び

正

休日勤務手当 1,67

　

7

共 済 費  

額

   4  250

計

11 役 務 費 18,

補

024 社会保険料  

 

       7  

正

158

    

 

    11  協会

額

けんぽ負担金 92

 

12 委 託 料 28,18

の

3 需 用 費    1

 

0  1,254

財

消 耗 品 費    

 

     1  10

源

0

13 使 用 料 及 び

 

1,558 印刷製本費

内

         4

 

  935

賃 借

訳

料          

節

     封筒他 93

説

5

18 負 担 金 補 助

　

1,646,400 修

　

繕 料        

　

 6  219

及

　

び 交 付 金       

　

        施設

　

修繕 219

役 務 費

　

    11  

　

18,024

通信

　

運搬費       

　

  1  4,857

　

手 数 料     

　

    3  13,

　

167

委 託 料 

　

   12  28

　

,183

委 託 料 

明

        1 

款

 28,183

 

項

          

目

   給付事務委託他

区

28,183

  

　

  13  使用料及

　

び賃借料 1,558

分

賃 借 料     

金

    2  1,5

　

58

      

　

        事務

額

機器借上料 1,558

千

    18  

円

負担金補助及び交付金

千

1,646,400

円

交 付 金     
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１　一 般 職

　（１）　総　括

注）　職員数欄の（　）内は、短時間勤務職員数（外書き）である。

　（２）　給料及び職員手当の増減額の明細

その他の増加分

給 与 費

(862)

（千円）

区　　　分 扶 養 手 当 管 理 職 手 当

区  分

3,568,220

3,566,543

1,677

補正後

補正前

比  較

3,972,933

3,972,933

330,856103,556

（千円）

330,856

（千円）

区　　　分 住 居 手 当 期末勤勉手当

103,556

補　正　前

補　正　後

比　　　較

64,409

64,409 1,765,532

（千円）

1,765,532

　　   給　　　　　　　　　与　　　　　　　　　　費

職 員 手 当

（人） （千円） （千円） （千円）

給 料

931,593
(864)

1,036

職員手当

1,491

930,102

の 内 訳

職員数 報 酬

(2)

1,036

補　正　後

補　正　前

比　　　較

区 分 増 減 額 増減事由別内訳

（千円） （千円）

職 員 手 当 1,677 1 1,677 時間外及び休日勤務手当

明 細 書

（千円） （千円）

地 域 手 当

10,070,060

10,066,642

備 考合 計

（千円）

530,922 82,632

3,168

通 勤 手 当 夜間勤務手当

（千円）

8,472,746

8,469,578

共 済 費

（千円）

1,597,314

計

（千円）

1,597,064

82,632

3,418250

2,330

2,330 287,113

勤務手当 (千円 )

530,922

時 間 外 及 び 休 日

288,790

退 職 手 当 単身赴任手当

1,677

396,354 2,839

396,354 2,839

（千円） （千円）

　　   給　　　　　　　　　与　　　　　　　　　　費

説　　　明 備 考

1,677 千円
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繰　越　明　許　費　説　明　書

（款）3 民生費

（項）1 社会福祉費

（目）14 臨時特別給付金交付費

（事業名）住民税非課税世帯等臨時特別給付金交付事業（Ｒ３国補正１号）

左　　の　　う　　ち

補 正 後

千円 千円 千円 

　住民税非課税世帯等臨時

1,491 1,491 特別給付金交付事業（Ｒ３

国補正１号）において、給

付金の交付完了が翌年度と

1,677 1,342 なることに伴い、必要経費

を翌年度において使用する

ため。

158 158

92 92

100 100

935 100

219

4,857 4,032

13,167 11,567

28,183 15,865

1,558 1,274

1,646,400 1,446,400

1,698,837 1,482,421

予 算 額 繰　　越　　事　　由
その性質上繰り越さなければ
ならないと予想されるもの

補 正 前

計

12 委 託 料 委 託 料

節 細　　節

1 報 酬

10 需 用 費

消 耗 品 費

修 繕 料

会 計 年 度
任 用 職 員 報 酬

3 職員手当等

印 刷 製 本 費

13
使用料及び
賃 借 料

賃 借 料

18
負担金補助
及び交付金

交 付 金

11 役 務 費

通 信 運 搬 費

手 数 料

時 間 外 及 び
休 日 勤 務 手 当

4 共 済 費

社 会 保 険 料

協会けんぽ負担金
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報告第２号

専決処分の報告の件

損害賠償請求に関する和解について、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１８０条第１項の

規定により次の１件の内容の和解を専決処分したので、同条第２項の規定により報告する。

令和４年２月１８日提出

箕面市長 上 島 一 彦

１ 物損事故に係る損害賠償請求に関する和解（令和３年１２月２３日専決）

(1) 事 故 発生日時 令和３年１１月１２日 午後２時頃

(2) 事 故 発生場所 箕面市彩都粟生北二丁目１番５号 箕面市立彩都の丘小学校体育館内

(3) 相 手 方 箕面市在住の個人（親権者 ２名）

(4) 事 故 の 状 況 上記日時・場所において、体育の授業でドッジボールを行っていたところ、

教員の投げたボールが相手方の左目付近に当たり、眼鏡が落下して破損した

ものである。

(5) 和 解 の 内 容 本件事故による相手方の損害額は、１１，８８０円とし、市は、相手方にそ

の全額を支払う。

(6) 和 解 年 月 日 令和３年１２月２４日
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第１２号議案

損害賠償請求に関する和解及び損害賠償の額を定める件

次のとおり和解する。

令和４年２月１８日提出

箕面市長 上 島 一 彦

１ 和解の相手方

池田市在住の個人

２ 事故の概要

平成２９年１１月２１日午後４時１５分頃、箕面市稲四丁目３番４１３地先 箕面市立第五中学

校北側路上において、第五中学校の生徒が部活動のランニング中に歩道から車道に飛び出したとこ

ろ、後方から走行してきた相手方の運転する原動機付自転車に当該生徒の右腕が当たって当該車両

が転倒し、相手方に肋骨骨折等を負わせ、相手方の車両及び衣服等を破損させたものである。

３ 和解の内容

市は、相手方に対し、本件事故による損害賠償債務として、１，１００，０００円を支払う。
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（提案理由）

部活動中の事故に係る損害賠償請求について和解するため、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）

第９６条第１項第１２号及び第１３号の規定により提案するものである。
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第１３号議案

特定調停申立事件に関する調停内容の一部変更の合意の件

箕面市と箕面都市開発株式会社との間の調停条項（平成２２年（特ノ）第４号。平成２３年１月７

日成立）に基づく弁済に関し、別紙「弁済計画表」で定めた弁済方法の一部を変更することについて、

別紙合意書案のとおり合意する。

令和４年２月１８日提出

箕面市長 上 島 一 彦

（提案理由）

平成２２年１２月２０日議決を経た「第１２５号議案 特定調停申立事件に関する調停条項案の受

諾の件」により成立した調停条項別紙「弁済計画表」（令和２年３月２６日に議決を経て変更に合意し

たもの）で定めた弁済方法の一部を変更する合意をし、箕面都市開発株式会社から繰上弁済を受ける

ため、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第９６条第１項第１２号の規定により提案するもので

ある。
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（別紙）

合意書案

箕面市（以下「市」という。）と箕面都市開発株式会社（以下「会社」という。）は、平成２３年１

月７日成立の市と会社との間の調停条項（平成２２年（特ノ）第４号）及び令和２年３月３１日成立

の合意書に関し、弁済計画を変更し、会社が市へ繰上弁済を行うことについて次のとおり合意する。

１ 会社は、その所有する後記不動産の所有権の一部を市に譲渡し、本件債務２のうち、令和５年

３月３０日期の元本債務の繰上弁済をする。

２ １による変更後の弁済計画は、別紙「弁済計画表」のとおりとする。

不動産の表示

（土地）

所在 箕面市箕面５丁目

地番 ７３２番

地目 宅地

地積 １，４９２．３９㎡
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別紙

箕面都市開発株式会社
（単位：円）

一括弁済

平成23年3月1日 令和4年3月30日 令和5年3月30日 令和6年3月30日 令和7年3月30日 令和8年3月30日

元本（①） 393,000,000 8,140,846 8,181,551 8,222,458 8,263,571 8,304,888 

利息（②） 0 494,154 453,449 412,542 371,429 330,112 

弁済後残元本 183,369,142 90,689,781 82,508,230 74,285,772 66,022,201 57,717,313 

元本（③） 127,000,000 175,000 68,175,875 516,754 519,338 521,934 

利息（④） 0 1,190,000 1,189,125 848,246 845,662 843,066 

弁済後残元本 273,000,000 237,825,000 169,649,125 169,132,371 168,613,033 168,091,099 

520,000,000 8,315,846 76,357,426 8,739,212 8,782,909 8,826,822 

0 1,684,154 1,642,574 1,260,788 1,217,091 1,173,178 

520,000,000 10,000,000 78,000,000 10,000,000 10,000,000 10,000,000 

最終弁済 弁済合計額

令和9年3月30日 令和10年3月30日 令和11年3月30日 令和11年6月1日
平成23年3月1日～
令和11年6月1日

元本（①） 8,346,413 8,388,145 8,430,086 32,552,669 576,369,142 

利息（②） 288,587 246,855 204,914 28,540 12,692,518 

弁済後残元本 49,370,900 40,982,755 32,552,669 0 

元本（③） 524,544 527,167 529,803 166,509,585 400,000,000 

利息（④） 840,456 837,833 835,197 145,982 23,175,116 

弁済後残元本 167,566,555 167,039,388 166,509,585 0 

8,870,957 8,915,312 8,959,889 199,062,254 976,369,142 

1,129,043 1,084,688 1,040,111 174,522 35,867,634 

10,000,000 10,000,000 10,000,000 199,236,776 1,012,236,776 

　弁済計画表

分割弁済 分割弁済

平成23年3月30日～令和3年3月30日

84,538,515 

9,861,936 

35,000,000 

15,599,549 

元本弁済合計（①＋③） 119,538,515 

利息弁済合計（②＋④） 25,461,485 

元利金弁済合計（①＋②＋③＋④） 145,000,000 

分割弁済

元本弁済合計（①＋③）

利息弁済合計（②＋④）

元利金弁済合計（①＋②＋③＋④）

当初借入
元本

残元本
（平成23年年
 1月7日現在）

弁済

710,000,000 576,369,142

400,000,000 400,000,000

当初借入
元本

残元本
（平成23年年
 1月7日現在）

弁済

710,000,000 576,369,142

400,000,000 400,000,000
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第１４号議案

市道路線の認定の件

道路法（昭和２７年法律第１８０号）第８条第１項の規定により次のとおり市道路線の認定をする。

令和４年２月１８日提出

箕面市長 上 島 一 彦

認定をする市道路線（別紙のとおり）

（提案理由）

市道西小路中学校線支線２号線ほか１２路線の認定をするため、道路法第８条第２項の規定により

提案するものである。

－ 21 －



別紙

　　認定をする市道路線

路 線 番 号 路　　　　線　　　　名 起　　　　　　　　点 終　　　　　　　　点 重要な経過地

１３８０９ 西小路中学校線支線２号線 新稲三丁目１２０３番７ 新稲三丁目１２０３番９

１３８１０ 箕面小学校東３号線 西小路五丁目４９４番１９ 西小路五丁目４９４番１０

２３４５９ 西小路滝ケ花１号線支線２号線 西小路三丁目３番３２ 西小路三丁目３番３４

２３４６０ 西小路滝ケ花１号線支線３号線 西小路三丁目３番３１ 西小路三丁目３番２９

２３４６１ 坊島北６号線 坊島五丁目４３４番２ 坊島五丁目１８０番９

２３４６２ 白島北線支線２号線 白島三丁目２２番１０ 白島三丁目２２番８

３３３２８ 芋川北線支線１号線 西宿二丁目１８５番１３ 西宿二丁目５９５番４

３３３２９ 谷山線南１号線 白島二丁目２７５番７ 白島二丁目２７５番１

３３３３０ 今宮古池南線 今宮四丁目７番３７４ 今宮四丁目７番３９５

３１３３１ 石丸粟生外院線 石丸一丁目７０５番１ 粟生外院五丁目６０９番

４３５３９ 奥垣内線支線２号線 粟生間谷西七丁目２１９２番１ 粟生間谷西七丁目２１９２番５

４３５４０ 山の口７号線南支線 粟生間谷東五丁目４５５番１ 粟生間谷東五丁目４５６番５

４１５４１ 川合山之口線 粟生間谷西三丁目１１３０番１９ 粟生間谷東二丁目７９６番１
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第
十
五
号
議
案

箕
面
市
個
人
情
報
保
護
条
例
及
び
箕
面
市
ふ
れ
あ
い
安
心
名
簿
条
例
改

正
の
件

箕
面
市
個
人
情
報
保
護
条
例
及
び
箕
面
市
ふ
れ
あ
い
安
心
名
簿
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
二
月
十
八
日
提
出

箕
面
市
長

上

島

一

彦

箕
面
市
条
例
第

号

箕
面
市
個
人
情
報
保
護
条
例
及
び
箕
面
市
ふ
れ
あ
い
安
心
名
簿
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
箕
面
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正
）

第
一
条

箕
面
市
個
人
情
報
保
護
条
例
（
平
成
二
年
箕
面
市
条
例
第
一
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
三
号
中
「
独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
」
を
「
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
条
第
九
項
」
に
改
め
る
。

（
箕
面
市
ふ
れ
あ
い
安
心
名
簿
条
例
の
一
部
改
正
）

第
二
条

箕
面
市
ふ
れ
あ
い
安
心
名
簿
条
例
（
平
成
二
十
二
年
箕
面
市
条
例
第
一
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
六
号
た
だ
し
書
中
「
第
二
条
第
五
項
」
を
「
第
十
六
条
第
二
項
」
に
改

め
る
。附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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（
提
案
理
由
）

独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
廃
止
及
び
個
人

情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
関
係
規
定
を
整
理
す
る
た
め
、
本
条
例

を
改
正
す
る
も
の
で
あ
る
。
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第
十
六
号
議
案

箕
面
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
改
正
の
件

箕
面
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

令
和
四
年
二
月
十
八
日
提
出

箕
面
市
長

上

島

一

彦

箕
面
市
条
例
第

号

箕
面
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

箕
面
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
四
年
箕
面
市
条
例
第
一
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
四
号
イ
中

を
削
り
、

を

と
し
、

を

と
す
る
。

(1)

(2)

(1)

(3)

(2)

本
則
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
妊
娠
又
は
出
産
等
に
つ
い
て
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
措
置
等
）

第
二
十
三
条

任
命
権
者
は
、
職
員
が
当
該
任
命
権
者
に
対
し
、
当
該
職
員
又
は
そ
の

配
偶
者
が
妊
娠
し
、
又
は
出
産
し
た
こ
と
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
事
実
を
申
し
出
た

と
き
は
、
当
該
職
員
に
対
し
て
、
育
児
休
業
に
関
す
る
制
度
そ
の
他
の
事
項
を
知
ら

せ
る
と
と
も
に
、
育
児
休
業
の
承
認
の
請
求
に
係
る
当
該
職
員
の
意
向
を
確
認
す
る

た
め
の
面
談
そ
の
他
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

任
命
権
者
は
、
職
員
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
を
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、

当
該
職
員
が
不
利
益
な
取
扱
い
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
勤
務
環
境
の
整
備
に
関
す
る
措
置
）

第
二
十
四
条

任
命
権
者
は
、
育
児
休
業
の
承
認
の
請
求
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

職
員
に
対
す
る
育
児
休
業
に
係
る
研
修
の
実
施
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二

育
児
休
業
に
関
す
る
相
談
体
制
の
整
備

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
育
児
休
業
に
係
る
勤
務
環
境
の
整
備
に
関
す

る
措
置

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
提
案
理
由
）

非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業
の
取
得
要
件
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
職
員
が
育
児
休
業

を
取
得
し
や
す
い
勤
務
環
境
の
整
備
に
関
す
る
措
置
等
を
義
務
づ
け
る
た
め
、
本
条
例

を
改
正
す
る
も
の
で
あ
る
。
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第
十
七
号
議
案

箕
面
市
企
業
立
地
の
促
進
に
関
す
る
条
例
改
正
の
件

箕
面
市
企
業
立
地
の
促
進
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

令
和
四
年
二
月
十
八
日
提
出

箕
面
市
長

上

島

一

彦

箕
面
市
条
例
第

号

箕
面
市
企
業
立
地
の
促
進
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

箕
面
市
企
業
立
地
の
促
進
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
五
年
箕
面
市
条
例
第
十
六
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
特
別
区
域
事
業
」
を
「
認
定
成
長
産
業
事
業
」
に
、
「
産
業
集
積
事
業
」

を
「
承
認
地
域
経
済
牽
引
事
業
」
に
改
め
る
。

本
則
（
第
二
条
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
、
第
三
条
第
二
号
及
び
第
四
条
第
一
項
第

二
号
を
除
く
。
）
中
「
特
別
区
域
事
業
」
を
「
認
定
成
長
産
業
事
業
」
に
、
「
特
別
区
域

事
業
法
人
」
を
「
成
長
産
業
事
業
法
人
」
に
、
「
産
業
集
積
事
業
」
を
「
承
認
地
域
経

済
牽
引
事
業
」
に
、
「
産
業
集
積
事
業
法
人
」
を
「
地
域
経
済
牽
引
事
業
法
人
」
に
、

「
特
別
区
域
事
業
法
人
等
」
を
「
成
長
産
業
事
業
法
人
等
」
に
、
「
特
別
区
域
事
業
割

合
」
を
「
成
長
産
業
事
業
割
合
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

認
定
成
長
産
業
事
業

大
阪
府
成
長
産
業
特
別
集
積
区
域
に
お
け
る
成
長
産
業

の
集
積
の
促
進
及
び
国
際
競
争
力
の
強
化
に
係
る
成
長
産
業
事
業
計
画
の
認
定
並

び
に
法
人
の
府
民
税
及
び
事
業
税
並
び
に
不
動
産
取
得
税
の
課
税
の
特
例
に
関
す

る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
大
阪
府
条
例
第
百
二
十
四
号
。
以
下
「
府
条
例
」
と
い

う
。
）
第
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
認
定
成
長
産
業
事
業
を
い
う
。

三

成
長
産
業
事
業
法
人

府
条
例
第
二
条
第
四
号
に
規
定
す
る
成
長
産
業
事
業
法
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人
を
い
う
。

四

承
認
地
域
経
済
牽
引
事
業

地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に
よ
る
地
域
の
成
長

発
展
の
基
盤
強
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
四
十
号
。
以
下
「
地
域

未
来
投
資
促
進
法
」
と
い
う
。
）
第
十
八
条
に
規
定
す
る
承
認
地
域
経
済
牽
引
事

業
を
い
う
。

第
三
条
第
一
号
中
「
第
四
条
第
一
項
」
を
「
第
五
条
第
一
項
」
に
、
「
認
定
事
業
計

画
」
を
「
認
定
成
長
産
業
事
業
計
画
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

地
域
経
済
牽
引
事
業
法
人

地
域
未
来
投
資
促
進
法
第
十
四
条
第
二
項
に
規
定

す
る
承
認
地
域
経
済
牽
引
事
業
計
画

第
四
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
」
を
「
第
四
条
第
四
項

の
規
定
に
よ
る
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

地
域
経
済
牽
引
事
業
法
人

地
域
未
来
投
資
促
進
法
第
十
三
条
第
四
項
の
規
定

に
よ
る
大
阪
府
知
事
の
承
認
又
は
同
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
主
務
大
臣
の
承
認

を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
十
一
条
」
を
「
第
十
二
条
」
に
改
め
、
同
項
第
二

号
中
「
企
業
立
地
促
進
法
第
十
五
条
第
二
項
又
は
第
十
七
条
第
二
項
」
を
「
地
域
未
来

投
資
促
進
法
第
十
四
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
の
見
出
し
中
「
特
別
区
域
事
業
割
合
等
」
を
「
成
長
産
業
事
業
割
合
等
」

に
改
め
、
同
条
中
「
特
別
区
域
事
業
供
用
割
合
」
を
「
成
長
産
業
事
業
供
用
割
合
」
に

改
め
る
。

第
十
七
条
第
三
号
中
「
第
三
百
二
十
一
条
の
八
第
二
十
五
項
」
を
「
第
三
百
二
十
一

条
の
八
第
四
十
七
項
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
中
「
特
別
区
域
事
業
供
用
割
合
」
を
「
成
長
産
業
事
業
供
用
割
合
」
に
改

め
る
。

第
二
十
一
条
中
「
彩
都
西
部
地
区
で
あ
っ
て
企
業
立
地
促
進
法
第
七
条
第
一
項
」
を
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「
地
域
未
来
投
資
促
進
法
第
六
条
」
に
、
「
お
い
て
同
法
第
五
条
第
二
項
第
二
号
に
定

め
る
集
積
区
域
と
し
て
設
定
さ
れ
た
区
域
」
を
「
定
め
る
同
法
第
四
条
第
二
項
第
一
号

に
規
定
す
る
促
進
区
域
の
う
ち
彩
都
西
部
地
区
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
産
業
集
積
事
業
供
用
割
合
」
を
「
地
域
経

済
牽
引
事
業
供
用
割
合
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
七
条
第
三
号
の
改
正
規

定
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
提
案
理
由
）

企
業
立
地
の
促
進
等
に
よ
る
地
域
に
お
け
る
産
業
集
積
の
形
成
及
び
活
性
化
に
関
す

る
法
律
及
び
大
阪
府
国
際
戦
略
総
合
特
別
区
域
に
お
け
る
産
業
集
積
の
促
進
及
び
産
業

の
国
際
競
争
力
の
強
化
に
係
る
事
業
計
画
の
認
定
並
び
に
法
人
の
府
民
税
及
び
事
業
税

並
び
に
不
動
産
取
得
税
の
課
税
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
改
正
に
伴
い
、
関
係
規
定
を

整
備
す
る
た
め
、
本
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
あ
る
。
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第
十
八
号
議
案

×
×
×

箕
面
市
支
援
教
育
充
実
検
討
委
員
会
設
置
条
例
制
定
の
件

×

箕
面
市
支
援
教
育
充
実
検
討
委
員
会
設
置
条
例
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

×
×

令
和
四
年
二
月
十
八
日
提
出

箕
面
市
長×

上×

島×

一×

彦×

箕
面
市
条
例
第

号

×
×
×

箕
面
市
支
援
教
育
充
実
検
討
委
員
会
設
置
条
例

（
設
置
）

第
一
条

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
百
三
十
八
条
の
四
第

三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
箕
面
市
支
援
教
育
充
実
検
討
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」

と
い
う
。
）
を
置
く
。

（
所
掌
事
務
）

第
二
条

委
員
会
は
、
児
童
及
び
生
徒
の
個
に
応
じ
た
支
援
体
制
の
構
築
、
教
職
員
の

専
門
性
の
向
上
、
外
部
の
専
門
的
な
機
関
と
の
連
携
の
強
化
等
を
図
る
た
め
、
本
市

の
支
援
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
、
箕
面
市
教
育
委
員
会
（
以
下
「
教
育
委
員
会
」
と

い
う
。
）
の
諮
問
に
応
じ
て
調
査
及
び
検
討
を
行
い
、
意
見
を
答
申
す
る
も
の
と
す

る
。

（
組
織
）

第
三
条

委
員
会
は
、
委
員
十
二
人
以
内
で
組
織
す
る
。

（
委
員
）

第
四
条

委
員
は
、
次
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
か
ら
教
育
委
員
会
が
任
命
す
る
。

一

学
識
経
験
を
有
す
る
者

二

箕
面
市
立
小
学
校
の
代
表
者

三

箕
面
市
立
中
学
校
の
代
表
者

四

箕
面
市
立
小
学
校
支
援
学
級
保
護
者
会
の
代
表
者
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五

箕
面
市
立
中
学
校
支
援
学
級
保
護
者
会
の
代
表
者

六

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
教
育
委
員
会
が
適
当
と
認
め
る
者

（
任
期
）

第
五
条

委
員
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

２

補
欠
の
委
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

（
委
員
長
）

第
六
条

委
員
会
に
委
員
長
を
置
き
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
定
め
る
。

２

委
員
長
は
、
委
員
会
を
代
表
し
、
会
務
を
総
理
す
る
。

３

委
員
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
、
又
は
委
員
長
が
欠
け
た
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
委

員
長
の
指
名
す
る
委
員
が
、
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。

（
会
議
）

第
七
条

委
員
会
の
会
議
は
、
必
要
に
応
じ
て
委
員
長
が
招
集
し
、
そ
の
議
長
と
な
る
。

２

委
員
会
は
、
委
員
の
過
半
数
の
出
席
が
な
け
れ
ば
、
会
議
を
開
く
こ
と
が
で
き
な

い
。

３

委
員
会
の
議
事
は
、
出
席
委
員
の
過
半
数
で
決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
、
議
長

の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
意
見
の
聴
取
等
）

第
八
条

委
員
会
は
、
そ
の
所
掌
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
関

係
者
の
出
席
を
求
め
て
そ
の
意
見
若
し
く
は
説
明
を
聴
取
し
、
又
は
関
係
者
か
ら
資

料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
守
秘
義
務
）

第
九
条

委
員
は
、
職
務
上
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
職
を
退

い
た
後
も
、
同
様
と
す
る
。

（
報
酬
及
び
費
用
弁
償
）

第
十
条

委
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
の
支
給
に
関
し
て
は
、
箕
面
市
報
酬
及
び
費
用
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弁
償
条
例
（
昭
和
二
十
九
年
箕
面
市
条
例
第
十
号
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
委
任
）

第
十
一
条

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
委
員
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項

は
、
委
員
長
が
定
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
招
集
の
特
例
）

２

委
員
長
及
び
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
委
員
が
不
在
の
場
合
に
お
け
る
委
員
会
の
会

議
の
招
集
は
、
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
箕
面
市
教
育
委
員
会
教
育

長
（
以
下
「
教
育
長
」
と
い
う
。
）
が
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

当
該
会
議
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
教
育
長
が
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
箕
面
市
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例
の
一
部
改
正
）

３

箕
面
市
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
二
項
中
「
六
十
の
項
」
を
「
六
十
一
の
項
」
に
、
「
六
十
一
の
項
」
を

「
六
十
二
の
項
」
に
改
め
る
。

別
表
中
六
十
一
の
項
を
六
十
二
の
項
と
し
、
五
十
の
項
か
ら
六
十
の
項
ま
で
を
一

項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
四
十
九
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

×

（
提
案
理
由
）

×

本
市
の
支
援
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
、
専
門
的
な
見
地
か
ら
調
査
及
び
検
討
を
行
う

委
員
会
を
設
置
す
る
た
め
、
本
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

五
十

支
援
教
育
充
実
検
討
委

員
会

委
員

委
員
長

日
額

七
、
四
〇
〇
円

八
、
三
〇
〇
円
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第
十
九
号
議
案

箕
面
市
国
民
健
康
保
険
条
例
改
正
の
件

箕
面
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
二
月
十
八
日
提
出

箕
面
市
長

上

島

一

彦

箕
面
市
条
例
第

号

箕
面
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

箕
面
市
国
民
健
康
保
険
条
例
（
昭
和
四
十
八
年
箕
面
市
条
例
第
五
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
の
三
中
「
第
十
九
条
」
の
下
に
「
及
び
第
十
九
条
の
三
」
を
加
え
、
同
条

第
一
号
ハ
中
「
第
八
十
一
条
の
二
第
四
項
」
を
「
第
八
十
一
条
の
二
第
五
項
」
に
改
め
、

同
号
ニ
中
「
第
八
十
一
条
の
二
第
九
項
第
二
号
」
を
「
第
八
十
一
条
の
二
第
十
項
第
二

号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
ニ
中
「
第
七
十
二
条
の
三
第
一
項
」
の
下
に
「
及
び
第
七

十
二
条
の
三
の
二
第
一
項
」
を
加
え
る
。

第
十
四
条
の
五
の
二
中
「
第
十
九
条
」
の
下
に
「
及
び
第
十
九
条
の
三
」
を
加
え
、

同
条
第
二
号
ロ
中
「
第
七
十
二
条
の
三
第
一
項
」
の
下
に
「
及
び
第
七
十
二
条
の
三
の

二
第
一
項
」
を
加
え
る
。

第
十
九
条
の
見
出
し
を
「
（
低
所
得
者
の
保
険
料
の
減
額
）
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
未
就
学
児
の
被
保
険
者
均
等
割
額
の
減
額
）

第
十
九
条
の
三

当
該
年
度
に
お
い
て
、
そ
の
世
帯
に
六
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初

の
三
月
三
十
一
日
以
前
で
あ
る
被
保
険
者
（
以
下
「
未
就
学
児
」
と
い
う
。
）
が
あ
る

場
合
（
第
四
項
に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
。
）
に
お
け
る
当
該
未
就
学
児
に
係
る
当
該

年
度
分
の
基
礎
賦
課
額
の
被
保
険
者
均
等
割
額
は
、
第
十
四
条
又
は
第
十
四
条
の
四

の
基
礎
賦
課
額
の
被
保
険
者
均
等
割
額
か
ら
、
当
該
被
保
険
者
均
等
割
額
に
、
そ
れ
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ぞ
れ
、
十
分
の
五
を
乗
じ
て
得
た
額
（
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
端
数
の
切

上
げ
を
行
っ
た
後
の
額
と
す
る
。
）
を
控
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。

２

第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
に
規
定
す
る
額
の
決
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
中
「
保
険
料
率
」
と
あ
る
の
は
、
「
額
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

前
二
項
の
規
定
は
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
賦
課
額
の
減
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
中
「
基
礎
賦
課
額
」
と
あ
る
の
は
「
後
期
高
齢
者
支

援
金
等
賦
課
額
」
と
、「
第
十
四
条
又
は
第
十
四
条
の
四
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
四
条

の
五
の
五
又
は
第
十
四
条
の
五
の
八
」
と
、「
第
十
四
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第

十
四
条
の
五
の
五
第
二
項
」
と
、
前
項
中
「
第
十
四
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第

十
四
条
の
五
の
五
第
三
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

４

当
該
年
度
に
お
い
て
、
第
十
九
条
に
規
定
す
る
基
準
に
従
い
保
険
料
を
減
額
す
る

も
の
と
し
た
納
付
義
務
者
の
世
帯
に
未
就
学
児
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
未
就
学

児
に
係
る
当
該
年
度
分
の
基
礎
賦
課
額
の
被
保
険
者
均
等
割
額
は
、
第
一
号
に
掲
げ

る
額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。

一

第
十
四
条
又
は
第
十
四
条
の
四
の
基
礎
賦
課
額
の
被
保
険
者
均
等
割
額
か
ら
、

当
該
被
保
険
者
均
等
割
額
に
第
十
九
条
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
場
合
に
応
じ
て

そ
れ
ぞ
れ
同
項
各
号
イ
に
掲
げ
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
（
第
十
四
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
端
数
の
切
上
げ
を
行
っ
た
後
の
額
と
す
る
。
）
を
控
除
し
て
得
た
額

二

第
一
号
に
掲
げ
る
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
十
分
の
五
を
乗
じ
て
得
た
額
（
第
十
四

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
端
数
の
切
上
げ
を
行
っ
た
後
の
額
と
す
る
。
）

５

第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
に
規
定
す
る
額
の
決
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
中
「
保
険
料
率
」
と
あ
る
の
は
、
「
額
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

６

前
二
項
の
規
定
は
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
賦
課
額
の
減
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
項
中
「
基
礎
賦
課
額
」
と
あ
る
の
は
「
後
期
高
齢
者
支

援
金
等
賦
課
額
」
と
、「
第
十
四
条
又
は
第
十
四
条
の
四
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
四
条

の
五
の
五
又
は
第
十
四
条
の
五
の
八
」
と
、「
第
十
九
条
第
一
項
各
号
」
と
あ
る
の
は

「
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第
十
九
条
第
一
項
各

号
」
と
、
「
第
十
四
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
四
条
の
五
の
五
第
二
項
」
と
、

第
五
項
中
「
第
十
四
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
四
条
の
五
の
五
第
三
項
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
第
十
九
条
の
三
の
規
定
は
、
令
和
四
年
度
以
後
の
年

度
分
の
保
険
料
に
つ
い
て
適
用
し
、
令
和
三
年
度
以
前
の
年
度
分
の
保
険
料
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
提
案
理
由
）

国
民
健
康
保
険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
等
の
改
正
に
伴
い
、
未

就
学
児
に
係
る
国
民
健
康
保
険
料
の
被
保
険
者
均
等
割
額
を
減
額
す
る
た
め
、
本
条
例

を
改
正
す
る
も
の
で
あ
る
。
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第
二
十
号
議
案

箕
面
市
廃
棄
物
の
発
生
抑
制
、
資
源
化
、
適
正
処
理
等
に
関
す
る
条
例

改
正
の
件

箕
面
市
廃
棄
物
の
発
生
抑
制
、
資
源
化
、
適
正
処
理
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
二
月
十
八
日
提
出

箕
面
市
長

上

島

一

彦

箕
面
市
条
例
第

号

箕
面
市
廃
棄
物
の
発
生
抑
制
、
資
源
化
、
適
正
処
理
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

箕
面
市
廃
棄
物
の
発
生
抑
制
、
資
源
化
、
適
正
処
理
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
五

年
箕
面
市
条
例
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
の
見
出
し
中
「
処
理
困
難
物
」
の
下
に
「
及
び
特
定
処
理
困
難
物
」
を
加

え
、
同
条
第
一
項
中
「
認
め
る
も
の
を
」
の
下
に
「
処
理
困
難
物
に
」
を
加
え
、
同
条

第
三
項
中
「
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
二
項
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、

同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
項

の
前
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

市
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
処
理
困
難
物
の
う
ち
特
に
処
理
が
困

難
な
も
の
を
特
定
処
理
困
難
物
に
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

別
表
第
一
の
一
般
廃
棄
物
（
し
尿
、
浄
化
槽
汚
泥
、
動
物
の
死
体
及
び
特
定
家
庭
用

機
器
を
除
く
。
）
の
部
中
「
及
び
特
定
家
庭
用
機
器
」
を
「
、
特
定
家
庭
用
機
器
及
び

特
定
処
理
困
難
物
」
に
、
「
五
七
円
一
四
銭
」
を
「
六
二
円
八
五
銭
四
厘
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
動
物
の
死
体
の
部
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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別
表
第
一
特
定
家
庭
用
機
器
の
部
中
「
二
五
〇
リ
ッ
ト
ル
未
満
」
を
「
一
七
〇
リ
ッ

ト
ル
以
下
」
に
、
「
二
五
〇
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
」
を
「
一
七
〇
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
る
」

に
、
「
二
、
一
〇
〇
円
」
を
「
一
般
廃
棄
物
の
う
ち
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
搬
入

さ
れ
た
も
の
の
処
分
に
係
る
手
数
料
の
額
に
、
一
、
九
一
〇
円
を
加
算
」
に
、
「
三
、

一
五
〇
円
」
を
「
一
般
廃
棄
物
の
う
ち
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
さ
れ
た
も
の

の
処
分
に
係
る
手
数
料
の
額
に
、
二
、
七
七
〇
円
を
加
算
」
に
改
め
、
同
表
に
次
の
よ

う
に
加
え
る
。

別
表
第
一
備
考
第
一
号
中
「
、
一
般
廃
棄
物
の
う
ち
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
搬

入
さ
れ
た
も
の
の
処
分
に
係
る
手
数
料
の
額
を
除
き
」
を
削
り
、
同
表
備
考
第
四
号
を

次
の
よ
う
に
改
め
る
。

動
物
の
死
体

環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
さ
れ

た
も
の
の
処
分

臨
時
に
処
理
す
る
も
の

個
数
に
よ
り
算
定
す
る
こ
と
が
実
情
に

そ
わ
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
重

量
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
ま
で
ご
と
に

個
別
火
葬
に
よ
る

も
の

合
同
火
葬
に
よ
る

も
の

個
別
火
葬
に
よ
る

も
の

合
同
火
葬
に
よ
る

も
の

一
体
に
つ
き

一
体
に
つ
き

一
体
に
つ
き

一
体
に
つ
き

六
三
〇
円

一
般
廃
棄
物
の
う

ち
環
境
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
に
搬
入

さ
れ
た
も
の
の
処

分
に
係
る
手
数
料

の
額
に
、
八
、
四

一
〇
円
を
加
算

一
般
廃
棄
物
の
う

ち
環
境
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
に
搬
入

さ
れ
た
も
の
の
処

分
に
係
る
手
数
料

の
額
に
、
九
九
〇

円
を
加
算

九
、
五
二
〇
円

二
、
一
〇
〇
円

特
定
処
理
困

難
物

環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
さ
れ

た
も
の
の
処
分

臨
時
に
処
理
す
る
も
の

一
個
に
つ
き

一
個
に
つ
き

一
般
廃
棄
物
の
う

ち
環
境
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
に
搬
入

さ
れ
た
も
の
の
処

分
に
係
る
手
数
料

の
額
に
、
二
、
〇

八
〇
円
を
加
算

三
、
三
四
〇
円
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四

環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
さ
れ
た
も
の
の
処
分
に
係
る
手
数
料
の
額

は
、
搬
入
さ
れ
る
ご
と
に
そ
の
取
扱
区
分
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た

額
と
し
、
そ
の
額
に
十
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
し

て
得
た
額
と
す
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
提
案
理
由
）

特
定
家
庭
用
機
器
等
の
処
理
に
係
る
手
数
料
の
額
等
を
改
定
し
、
並
び
に
動
物
の
死

体
の
個
別
火
葬
を
実
施
し
、
及
び
特
に
処
理
が
困
難
な
も
の
を
特
定
処
理
困
難
物
と
し

て
指
定
し
て
、
そ
の
手
数
料
を
新
た
に
徴
収
す
る
た
め
、
本
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で

あ
る
。
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第
二
十
一
号
議
案

箕
面
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
改
正
の
件

箕
面
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ

う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
二
月
十
八
日
提
出

箕
面
市
長

上

島

一

彦

箕
面
市
条
例
第

号

箕
面
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

箕
面
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
五
年
箕
面
市
条
例
第
十

四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
病
院
事
業
管
理
者
の
給
料
の
月
額
の
特
例
）

３

第
一
条
第
六
号
に
掲
げ
る
職
員
の
給
料
の
月
額
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令

和
六
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
別
表
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
六
十
六
万
四

千
二
十
円
と
す
る
。
た
だ
し
、
箕
面
市
特
別
職
の
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例

（
平
成
元
年
箕
面
市
条
例
第
二
十
号
）
に
基
づ
き
支
給
す
る
退
職
手
当
の
額
の
算
定

の
基
礎
と
な
る
給
料
の
月
額
は
、
同
表
に
定
め
る
額
と
す
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
提
案
理
由
）

箕
面
市
立
病
院
の
経
営
改
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
病
院
事
業
管
理
者
の
給

料
の
月
額
に
関
す
る
特
例
を
定
め
る
た
め
、
本
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
あ
る
。
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第
二
十
二
号
議
案

箕
面
市
都
市
公
園
条
例
改
正
の
件

箕
面
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
二
月
十
八
日
提
出

箕
面
市
長

上

島

一

彦

箕
面
市
条
例
第

号

箕
面
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

箕
面
市
都
市
公
園
条
例
（
昭
和
五
十
年
箕
面
市
条
例
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

令
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
百
分
の
五
十
と
す
る
。

第
八
条
第
一
項
第
四
号
中
「
前
三
号
」
を
「
前
各
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五

号
と
し
、
同
項
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

業
と
し
て
写
真
、
映
画
等
を
撮
影
す
る
こ
と
。

第
十
四
条
第
二
項
中
「
使
用
料
は
」
の
下
に
「
、
別
表
第
三
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ

る
ほ
か
」
を
加
え
る
。

別
表
第
二
中
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
、

同
表
の
次
に
次
の
一
表
を
加
え
る
。

第
７
条
第
５
号

第
７
条
第
１
項
第
５
号

第
１
２
条

第
９
号

第
１
２
条
第
２
項
第
９
号

第
７
条
第
６
号

第
７
条
第

１
項
第
６
号

第
１
２
条
第
７
号

第
１
２
条
第
２
項
第
７
号
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別表第３（第１４条関係）

行為の許可に伴う使用料

備考 許可の期間が１月未満であるものについての使用料の額は、この

表により計算した額に消費税相当額を加算して得た額とする。

種 別
使 用 料

単 位 期 間 金 額

行商、出店その他これらに類す

る行為をするとき（車両を使用

した移動販売を行う場合に限

る。）

１台 １日 １，０００円

競技会、展示会、集会その他こ

れらに類する催しをするとき

１件 １日 ３，０００円

業として写真、映画等を撮影す

るとき

１件 １日 ３，０００円
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附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
条
例
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
に
徴
収
す
べ
き
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

×

（
提
案
理
由
）

行
商
等
の
許
可
に
伴
う
使
用
料
を
新
た
に
定
め
て
都
市
公
園
で
の
軽
飲
食
の
提
供
等

を
可
能
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
公
園
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
都

市
公
園
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
二
百
九
十
号
）
の
改
正
に
伴
い
、
都
市
公

園
の
運
動
施
設
率
の
上
限
を
定
め
る
た
め
、
本
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
あ
る
。
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第
二
十
三
号
議
案

箕
面
市
証
明
そ
の
他
の
手
数
料
条
例
改
正
の
件

箕
面
市
証
明
そ
の
他
の
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

令
和
四
年
二
月
十
八
日
提
出

箕
面
市
長

上

島

一

彦

箕
面
市
条
例
第

号

箕
面
市
証
明
そ
の
他
の
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

箕
面
市
証
明
そ
の
他
の
手
数
料
条
例
（
昭
和
五
十
八
年
箕
面
市
条
例
第
十
一
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
六
の
項
中
「
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
」
を
削
り
、
同
表
九
十
四

の
項
中
「
七
〇
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
五
五
、
〇
〇
〇
円
」
に
、
「
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
」

を
「
八
〇
、
〇
〇
〇
円
」
に
、
「
一
三
〇
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
」

に
改
め
、
同
表
九
十
六
の
項
中
「
二
〇
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
一
五
、
〇
〇
〇
円
」
に
改

め
、
同
表
百
二
十
八
の
項
中
「
、
第
六
十
三
条
第
三
項
第
五
号
イ
又
は
第
六
十
八
条
の

六
十
九
第
三
項
第
五
号
イ
」
を
「
又
は
第
六
十
三
条
第
三
項
第
五
号
イ
」
に
改
め
、
同

表
百
二
十
九
の
項
中
「
、
第
六
十
三
条
第
三
項
第
六
号
若
し
く
は
第
七
号
ロ
又
は
第
六

十
八
条
の
六
十
九
第
三
項
第
六
号
」
を
「
又
は
第
六
十
三
条
第
三
項
第
六
号
若
し
く
は

第
七
号
ロ
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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（
提
案
理
由
）

地
方
公
共
団
体
の
手
数
料
の
標
準
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）

の
改
正
に
伴
い
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
に
基
づ
く
事
務
の
手
数
料
の
額
を
改
定
す
る

と
と
も
に
、
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
の
改
正
に
伴
い

関
係
規
定
を
整
理
す
る
た
め
、
本
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
あ
る
。
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第
二
十
四
号
議
案

箕
面
市
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
行
為
等
に
係
る
事
務
手
数
料
条
例

改
正
の
件

箕
面
市
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
行
為
等
に
係
る
事
務
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
二
月
十
八
日
提
出

箕
面
市
長

上

島

一

彦

箕
面
市
条
例
第

号

箕
面
市
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
行
為
等
に
係
る
事
務
手
数
料
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

箕
面
市
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
行
為
等
に
係
る
事
務
手
数
料
条
例
（
平
成
二
十

二
年
箕
面
市
条
例
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
九
の
項

の
欄
中
「
第
六
十
条
」
を
「
第
六
十
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項

（い）

の
欄
中
「
許
可
又
は
」
の
下
に
「
法
」
を
加
え
る
。

（ろ）

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
提
案
理
由
）

都
市
計
画
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
建
設
省
令
第
四
十
九
号
）
の
改
正
に
伴
い
、

関
係
規
定
を
整
理
す
る
た
め
、
本
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
あ
る
。
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第
二
十
五
号
議
案

箕
面
市
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
行
為
の
許
可
の
基
準
に
関
す
る
条

例
改
正
の
件

箕
面
市
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
行
為
の
許
可
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
二
月
十
八
日
提
出

箕
面
市
長

上

島

一

彦

箕
面
市
条
例
第

号

箕
面
市
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
行
為
の
許
可
の
基
準
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

箕
面
市
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
行
為
の
許
可
の
基
準
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二

十
二
年
箕
面
市
条
例
第
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
及
び
第
六
条
中
「
第
八
条
第
一
項
第
二
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
土
地

の
」
を
「
第
二
十
九
条
の
九
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
区
域
及
び
同
条
第
七

号
に
掲
げ
る
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二

十
九
条
第
一
項
、
第
三
十
五
条
の
二
第
一
項
又
は
第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
許
可
の
申
請
が
さ
れ
て
い
る
場
合
の
当
該
申
請
に
係
る
許
可
の
基
準
に
つ
い
て
は
、

こ
の
条
例
の
施
行
の
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
改
正
後
の
箕

面
市
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
行
為
の
許
可
の
基
準
に
関
す
る
条
例
第
五
条
及
び

第
六
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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（
提
案
理
由
）

都
市
計
画
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
四
年
政
令
第
百
五
十
八
号
）
の
改
正
に
伴
い
、
市

街
化
調
整
区
域
に
お
い
て
開
発
許
可
が
で
き
な
い
区
域
を
追
加
す
る
た
め
、
本
条
例
を

改
正
す
る
も
の
で
あ
る
。
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第
二
十
六
号
議
案

箕
面
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
改
正
の
件

箕
面
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

令
和
四
年
二
月
十
八
日
提
出

箕
面
市
長

上

島

一

彦

箕
面
市
条
例
第

号

箕
面
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

箕
面
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
（
昭
和
四
十
一
年
箕
面
市
条
例
第
二
十
六

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
二
項
た
だ
し
書
を
削
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
担
保
に
供
さ
れ
て
い
る
傷
病
補
償
年
金
又
は
年
金
で

あ
る
障
害
補
償
若
し
く
は
遺
族
補
償
を
受
け
る
権
利
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
以

後
も
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
担
保
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
提
案
理
由
）

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
責
任
共
済
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律

第
百
七
号
）
の
改
正
に
伴
い
、
関
係
規
定
を
整
理
す
る
た
め
、
本
条
例
を
改
正
す
る
も

の
で
あ
る
。
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